
活動報告

モンゴル国家統計局支援事業について

当財団は、（独）国際協力機構（JICA）の法人コ

ンサルタントに登録されており、統計に関する

技術提供・研修、国際会議、及び国際交流に対

して積極的な支援・協力を行っている。

モンゴル国家統計局（以下、MNSO）との間

では、両国の社会経済発展の基盤としての政府

統計の分野における協力プログラムを確立する

ため３ヶ年の統計支援に関する協定を平成17年

９月８日に締結した。

この協定の規定により、①毎年１週間程度、

MNSOから職員を招聘し国内研修を行うこと、

②毎年１週間程度、当財団から視察団をモンゴ

ルに派遣し、MNSO側の要望に沿ったテーマに

よるセミナーの開催と意見交換等を行うこと、

③本事業をJICAのプロジェクト事業につなげる

べく、相互の情報交換を随時に行うこととして

いる（協定締結の経緯と詳細については、本誌

平成17年12月号「特集」参照）。

本記事では、本事業３年度目となる平成20年

度の事業内容について報告する。

第３回モンゴル統計セミナー開催及び統
計事情視察（８月）

平成20年８月23～30日、統計セミナーを開催

するためモンゴルを訪れた。

視察団は当財団理事長 伊藤彰彦を団長に、

外部講師として日本における小地域統計の創始

者であり、世界各国のJICAプロジェクトにも関

わる大友篤 ICONS国際協力㈱常務取締役を招

き、当財団総務部 伊藤亜紀子を含め３名で構

成した。

●統計セミナー

８月25～27日の３日間、MNSO若手職員約20

名を対象に、「小地域統計」をテーマにセミナー

を行った。会場は昨年までは政府庁舎ビル４階

の合同会議室であったが、本年は全席にPCを備

えたMNSO内研修室（同ビル２階）に移した。ま

た言語は、昨年までの日蒙通訳を介した日本語

講義から、本年は受講者の英語学習も兼ねて、英

蒙通訳（MNSO職員）を介した英語講義とした。

これらの環境改善により、より実践的で専門性

の高い講義を実現することができたと思う。

伊藤理事長による講義「日本の小地域統計」で

は日本の小地域統計の手法やGISソフトウェア

の紹介をした。また大友先生による講義「統計

GISとは」「統計地図とは」では統計GISの基礎と

なる考え方や、様々な統計地図の特徴を解説し、

さらに「メッシュ統計の有用性とその利用」「小

地域統計の行政への利用」では、日本、東南ア

ジア、アメリカ、北欧等の例を挙げた解説のほか、
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8/24（日） テレルジ視察 
出発－ウランバートル到着 8/23（土） 午後 

終日 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

午後 

午後 

午前 

8/25（月） 
統計セミナー開会式 
MNSO幹部とのミーティング 

講義「日本の小地域統計」 
講師：伊藤彰彦 

8/26（火） 

講義「統計GISとは」 
　　「統計地図とは」 
講師：大友篤 

8/27（水） 

講義「メッシュ統計の有用性とその利用」 
　　「小地域統計の行政への利用」 
講師：大友篤 

在蒙日本国大使館 市橋特命全権大使訪問 

統計セミナー閉会式 

当財団主催夕食会 

JICAモンゴル事務所 石田所長訪問 

8/28（木） 
オルホン県 エルデネチメッグ統計部長訪問 
オルホン県 プレウルハグワ副知事訪問 
エルデネト市内視察 

8/29（金） 
MNSO幹部との打ち合わせ 
MNSO主催送別会 

8/30（土） 帰国 

訪蒙スケジュール
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エクセルソフトを用いて

の演習を行った。

受講者は非常に熱心に

講義に聴き入り、演習で

はほとんどの受講者がス

ムーズに作業を進め、受

講者同士、また受講者と

講師の間で活発な論議、質疑がされた。

最後にゲレルト・オドMNSO副局長より、講

義に加え職員からの専門的に高度な統計手法に

関する個別相談にも応じたことに対し、感謝の

言葉を頂いた。

●協定の延長及び今後のセミナー

協定で定めた３年という期間が本年度で終わ

るが、期間の延長を定めた新協定の締結につい

てビャンバツェレンMNSO局長（当時）より我々

の訪蒙前に正式な書簡が来ており、大筋につい

てはMNSO、当財団ともに合意していたため、今

後のセミナー開催についての意見交換を行った。

MNSOでは、地方職員の能力向上に力を入れ

たいとの意向があるが、首都でのセミナーに出

席させると旅費等がかさむため、来年は講師が

地方に赴き、セミナーの全部または一部を地方

都市で開催するということでMNSO、当財団で

ほぼ合意をした。テーマは、「労働力統計や家

計などの世帯統計」、「2010年人口センサス」な

どが候補に挙がった。新協定が締結されれば、

相互で準備を進めていくこととしたい。

● JICAプロジェクトへの申請状況

今回MNSOよりJICAへ申請した案件は、

「2010年人口センサスに向けての統計能力構築

と準備」を中心とするものである。関係者の話

によると、本年度の申請分は平成21年度当初に

採否が決定する見込みであるが、極力早く結論

を出したいとのことであった。

2010年人口センサスの実施が迫っていること

もあり、当財団としてもJICAプロジェクトへの

発展を願い、さらなる協力をしていきたい。

● 2010年人口センサスに向けて

2010年人口センサスはモンゴルで人口センサ

ス法が制定されて最初の人口センサスなので、

MNSOは諸準備に力を入れ、質の向上に努めた

いとのことであった。2008年９月にはドナー会

議、2009年１月にパイロットセンサスを行う予

定で準備を進めているとのことであった。

当財団からは、JICAによるMNSOの人口セン

サスに関する案件の採否にかかわらず、また国

際機関からの援助に頼りすぎず、MNSO職員自

らがプログラムの開発をしたり、調査項目等に

ついて独自の検討をしていくことを提案した。

●その他

セミナーの日程を終えた後、ウランバートル

から北西に360km、モンゴル第３の都市オルホ

ン県エルデネト市を訪れ、オルホン県プレウル

ハグワ副知事及びエルデネチメッグ統計部長

（昨年度本事業の日本研修で来日）を訪問した。

エルデネト市は1974年にロシア・モンゴル合

弁の国営鉱業会社設立と同時に出来た、人口９

万の比較的新しい鉱山都市である。
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←↑講義風景と演習の様子

p59-62　シン活21-35  09.3.17 5:30 PM  ページ 60



オルホン県統計部は６名の職員から成り、経

済社会調査（毎月：20～30世帯）、労働力調査

（毎月：10～20世帯）等の標本調査など、MNSO

から指示のある56の統計のほか、独自の統計も

含め82の統計を取っているとのことであった。

１泊２日で計10時間の車移動という強行スケ

ジュールではあったが、モンゴル地方都市の統

計事情を見聞する貴重な機会であった。また何

よりエルデネチメッグ氏との再会は大変嬉しい

サプライズであった。

余談ではあるが、今回のモンゴル滞在期間中

には、北京五輪でのモンゴル人選手初の金メダ

ル獲得（それも２個）や、大相撲のモンゴル場

所開催などの大イベントが重なり、街中が連日

大賑わいであった。交通渋滞、ホテルやスケジ

ュールの変更などの影響も受けたが、偶然にも

歴史的瞬間に立ち会えたことは印象深かった。

今回の統計セミナー開催及び視察に当たって

は、外務省、在蒙日本国大使館、JICA本部、

JICAモンゴル事務所の皆様に多大なご助力を頂

きました。ここに改めて感謝申し上げます。

（総務部　伊藤亜紀子）

第３回MNSO統計視察団の来日（１月）

モンゴル国家統計局支援事業の最終年度の本

年度も、第３回となるモンゴル国家統計局（以

下、MNSO）訪日統計視察団として、平成21年

１月19～26日の１週間、MNSO前行政管理部長

バジーフー氏、ゴビスンベル県統計部長オトゴ

ンバヤル女史の２名を招聘し、国内研修を実施

した。

●都内・地方研修

研修は、総務省統計局、（独）統計センター、国

連アジア太平洋統計研修所、岐阜県総合企画部

統計課を訪問し、中央・地方における統計調査

の企画・実施・提供等についての業務説明、意

見交換を行った。モンゴル国の関心事は、2010

年に迫った人口センサスに関する調査方法や調

査事項、また、調査全般における行政資料の活

用や個票データの利用などであった。

岐阜県では、横井副知事が、もともとモンゴ

ル国と交流があるので、今回の来訪を通じて、

今後さらに親睦を深めていきたいと語った。

当財団においては、業務説明及び日本とカン

ボジアの人口データを用いたGISの活用につい

てデモンストレーションを行った。都心部と農

村部の高齢化、性比、人口密度などがビジュア

ルに示されることに人口データの新たな活用法

を見出したとのことであった。
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1/20（火） 

1/21（水） 

1/19（月） 

当財団久布白専務理事表敬 

当財団主催歓迎夕食会 

来日 

当財団（業務概況、GIS紹介） 

当財団小玉会長主催昼食会 

総務省統計局訪問（川崎局長表敬、調査企画・実施関係） 

（独）統計センター訪問（中川理事長表敬、業務概況） 

�日本統計協会主催夕食会 

都内観光（浅草） 

1/22（木） 

当財団主催夕食会 

都内観光（葛西臨海公園、葛西臨海水族園） 

1/23（金） 

岐阜県庁主催歓迎夕食会 

統計資料館、東京タワー内とうけいプラザ見学 

国連アジア太平洋統計研修所訪問（ダバスーレン所長表敬） 

岐阜県庁訪問（横井副知事表敬、岐阜県総合企画部統計課概況） 

終日フリータイム 

市内観光（金華山） 

1/24（土） 
帰京、当財団主催送別会 

市内観光（河川環境楽園「アクア・トトぎふ」） 

1/26（月） 

1/25（日） 

帰国 

来日スケジュール
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●協定の延長

協定書では、本事業の期間を３年と定めてい

るが、双方合意の下、さらに３年間延長するこ

ととしている。ただし、JICAプロジェクトなど

が立ち上がった場合には、再構築するものとし

ている。そこで、新たな協定を締結することと

なったが、主な新規事項としては、地方職員が

より多く参加できるように統計セミナーを地方

で実施することが盛り込まれている。新協定は、

平成23年の期限を迎えた後は、自動的に３年間

延長される。

この新協定の締結に当たり、今回の訪日視察

団とともに、ビャンバツェレンMNSO局長が訪

日する予定であったが、来日直前に局長の交代

があったため（昨年10月までの６年任期で、後任

人事が続投を含め未定だった）、調印は延期され

た。調印式は近々に行うことが予定されている。

●おわりに

－20℃の世界からやって来た視察団にとっ

て、東京の冬はものならずという様子であった。

滞在中には、折しも横綱朝青龍が、引退の危機

を乗り越えて見事復活優勝を遂げたことも、彼

らをより熱くさせたのではないだろうか。

協力関係の延長が、日蒙双方にとって有用な

成果をもたらし、さらなる発展を遂げ得るもの

となるよう今後とも努めていく所存である。

今般の来日は、当財団の事務所移転直後に急

遽決定したものであり、また来日直前には予定

の変更などが生じ慌しくもあった。総務省統計

局、（独）統計センター、岐阜県総合企画部統計課

の方々を含む関係各位に多大なるご尽力を賜っ

たことをここに深謝申し上げる。

（普及部　米本真莉）
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↑統計局訪問　川崎統計局長、
飯島総務課長に迎えられて

国連アジア太平洋統計研修所 ダバス
ーレン所長（写真中央・元モンゴル
国家統計局長）を訪ね、研修内容な
どについて聞く↓

↓当財団においてGISの概要を受講

↑統計資料館を見学

岐阜県総合企画部統計課の方々とともに↓
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